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表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ諸行事紹介
（若杉クラブ第3回高齢者学級）   ２
（高齢者学級閉講式式辞）   ３
（県老連女性リーダー研修会）   ３～４
（福岡県老人クラブ会長表彰）   ４～５
（秋期歩こう会）   ５
（県老連高齢者相互支援

　　　　　　　リーダー研修会）   ５～６
（健康サポート員研修会）   ７～８

● 地区クラブ紹介(甲植木甲寿会)   ８
● クラブ活動紹介(グラウンドゴルフ部) ８～９
● 会員のひろば   ９～１１
● 医療施設等紹介（粕屋南病院）   １１
● 広報部からのお知らせ、会員訃報   １２
● スナップで見る活動、編集後記   １２

頁
鳥　名：メジロ
撮影地：須恵町皿山公園
メジロは日本のほかに、朝鮮半島、中国

南部、インドシナ半島などの温帯に分布

しています。英名は目の周りの特徴から

white eye（白い目）との名称がついています。

食べ物は雑食性で花蜜や果実、ときには昆

虫も食べます。

写真の鳥は公園内の梅林東端に植えられ

ている陽光桜の花蜜を吸うためにやってき

たところを撮影したものです。

（写真・文：上杉和稔）
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教
養
部
会
副
部
会
長渡

辺
　
　
一
征

昨
年
の
10
月
9
日
（
水
）、
ア
ザ
レ

ア
ホ
ー
ル
須
恵
大
ホ
ー
ル
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
健
康
サ
ロ
ン
代
表
理
事
の
水
内
義

明
氏
に
よ
る
健
康
講
座
「
薬
と
食
品
の

違
い
と
健
康
食
品
を
賢
く
利
用
す
る
智

恵
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

空
模
様
の
な
か
で
し
た
が
、
会
員
や
一

般
の
皆
様
171
名
が
参
加
し
、
午
前
10
時

か
ら
11
時
半
ま
で
の
講
座
を
熱
心
に

学
び
ま
し
た
（
水
内
義
明
氏
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
後
述
し
て
い
ま
す
）。

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
そ
の
要
点
を
紹
介

し
ま
す
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

［
薬
と
食
品
の
利
用
法
の
違
い
］

薬
は
医
師
の
診
断
に
基
づ
き
処
方
さ

れ
、
専
門
家
の
責
任
が
大
で
あ
る
。
食

品
は
消
費
者
の
判
断
で
利
用
さ
れ
消
費

者
の
責
任
が
大
で
あ
る
の
で
、
自
ら
正

し
い
情
報
を
得
る
努
力
が
必
要
。

［
健
康
食
品
と
は
］

法
律
上
の
定
義
は
な
く
、
広
く
健
康

の
保
持
増
強
に
資
す
る
食
品
と
し
て
販

売
、
利
用
さ
れ
る
食
品
全
般
を
指
す
。

［
健
康
食
品
の
種
類
］

健
康
食
品
は
、
国
が
定
め
た
基
準
に

基
づ
い
て
機
能
性
が
表
示
さ
れ
て
い
る

「
保
健
機
能
食
品
」
と
、
そ
う
で
な
い

「
そ
の
他
の
い
わ
ゆ
る
健
康
食
品
」
に

大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
保
健
機
能
食
品

に
は
、
特
定
保
健
用
食
品
（
通
称
ト
ク

ホ
）、
栄
養
機
能
食
品
、
機
能
性
表
示

食
品
が
あ
る
。

［
健
康
食
品
を
選
ぶ
際
に
気
を
付
け
て

　
欲
し
い
ポ
イ
ン
ト
］

①
成
分
名
…
「
〇
〇
〇
抽
出
物
」
「
○

○
○
エ
キ
ス
」
な
ど
原
材
料
が
記

さ
れ
て
い
て
も
、
現
材
料
に
含
ま

れ
る
具
体
的
な
物
質
が
ど
の
く
ら

い
含
ま
れ
て
い
る
か
等
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

②
含
有
量
…
量
の
表
示
が
な
い
製
品
は
、

有
効
性
も
安
全
性
も
分
か
ら
な
い

製
品
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
問
い
合
わ
せ
先
…
問
い
合
わ
せ
先
の

表
示
は
必
須
で
あ
る
。
お
客
様
相
談

室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
も
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

④
形
状
…
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル
剤
の
形

を
し
た
製
品
は
服
用
し
や
す
い
た

め
、
過
剰
摂
取
し
が
ち
で
あ
る
。

食
品
形
状
の
製
品
の
方
が
、
過
剰

摂
取
に
な
り
に
く
い
。

⑤
海
外
と
日
本
と
の
規
制
（
食
薬
区

分
）
に
は
違
い
が
あ
る
。
個
人
輸

入
す
る
こ
と
が
日
本
で
は
規
制
さ

れ
て
い
る
成
分
も
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
注
意
す
る
こ
と
。

［
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
薬
剤
師
に
相
談

　
し
ま
し
ょ
う
］

～
ふ
だ
ん
か
ら
相
談
で
き
る
『
か
か
り

　

つ
け
薬
剤
師
』
を
！
～

成
分
や
含
有
量
に
つ
い
て
自
分
に

と
っ
て
適
正
な
も
の
を
知
り
た
い
。
併

用
し
て
は
い
け
な
い
薬
は
？
、
お
薬
手

帳
の
活
用
の
仕
方
は
？
、
併
用
し
て
い

け
な
い
成
分
は
？
、
健
康
食
品
に
頼
ら

な
い
で
食
生
活
を
改
善
す
る
方
法
、
う

ま
く
利
用
す
る
方
法
な
ど
。

［
使
用
し
た
健
康
食
品
を
記
録
し
ま

し
ょ
う
］

何
を
、
い
つ
、
ど
れ
だ
け
食
べ
た
か

／
そ
の
後
ど
う
体
調
が
変
化
し
た
か
を

記
録
す
る
。
ま
た
、
医
薬
品
と
の
飲
み

合
わ
せ
に
よ
り
医
薬
品
の
効
果
が
弱

ま
っ
た
り
強
ま
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
医
薬
品
を
服
用
さ
れ
て
い
る

方
は
お
薬
手
帳
に
記
録
し
て
、
医
師
や

薬
剤
師
に
見
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

使
用
し
た
健
康
食
品
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
の
判
断
や
、
副
作
用
等

が
出
た
際
に
対
処
す
る
た
め
の
重
要
な

情
報
と
な
る
。

水
内
義
明
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

が
ん
専
門
病
院
で
の
医
薬
品
開
発
、

医
療
機
関
で
の
臨
床
兼
研
究
、
厚
生
省

の
医
療
行
政
、
米
国
・
フ
ラ
ン
ス
で
の

医
療
見
学
研
究
体
験
、
薬
学
部
教
授
と

し
て
医
薬
品
適
正
使
用
の
研
究
に
従
事

若
杉
ク
ラ
ブ
第
3
回

高
齢
者
学
級
を
開
催

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

講演中の水内義明先生
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若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
　

藤
　
　
英
寿

令
和
６
年
度
の
高
齢
者
学
級
の
閉
講

式
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
高
齢
者
学
級
は
、
５
月
に

中
橋
先
生
の
「
終
活
」、
７
月
に
平
松

須
恵
町
長
の
「
ま
ち
づ
く
り
」、
そ
し

て
、
今
回
の
水
内
先
生
に
お
話
し
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
人

数
は
、
延
べ
６
０
０
名
を
超
え
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
若
杉
ク
ラ
ブ
の
高
齢
者
学

級
は
、「
新
た
な
知
識
を
学
び
、
仲
間

と
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
人
生
を
お
く

る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
共
に
、
私

た
ち
が
「
健
康
的
な
老
後
の
生
活
を
お

く
る
た
め
の
居
場
所
」
の
ひ
と
つ
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
、
す
で
に
ご
存

知
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
健
康
的
な
老

後
の
生
活
を
お
く
る
方
法
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
き
ょ
う
い
く
（
今
日

い
く
と
こ
ろ
）」
を
作
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、「
き
ょ
う
よ
う
（
今
日

い
く
べ
き
用
事
）」を
作
る
こ
と
で
す
。

ど
う
で
す
、
憶
え
て
お
ら
れ
ま
し
た

か
？
こ
の
二
つ
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
が

多
い
高
齢
期
を
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
、
多
く
の
仲
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

連
携
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
を
作

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
三
つ
目
が
「
健
康
的
な
身

体
を
維
持
す
る
貯
筋
（
ち
ょ
き
ん
）」

で
す
。農
協
や
銀
行
に
預
け
る「
お
金
」

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け

「
今
日
行
く
と
こ
ろ
」
や
「
今
日
い
く

用
事
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
身
体
が
元

気
で
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全

身
に
筋
肉
を
付
け
、
活
発
に
動
い
て
い

れ
ば
、
身
体
の
不
調
は
起
こ
り
に
く
く

生
活
の
充
実
度
も
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の
高

齢
者
学
級
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
行

く
上
で
、「
必
要
な
新
し
い
知
識
を
学

ぶ
場
」
で
も
あ
り
ま
す
が
、「
健
康
的

な
老
後
の
生
活
を
お
く
る
居
場
所
」
と

考
え
て
、
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
令
和
７
年
度
の
高
齢
者
学
級

は
、
担
当
の
教
養
部
会
を
中
心
に
３
回

開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
高
齢
者
学
級
に
は
、
地
域
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
、
参
加
し
て
頂
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
ご

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
　

藤
　
　
英
寿

昨
年
の
10
月
11
日
（
金
）、
春
日
市

の
ク
ロ
バ
ー
ホ
ー
ル
で
県
老
連
主
催
の

令
和
6
年
度
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
の
趣
旨
は
、

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以
下
県

老
連
）
が
め
ざ
す
「
の
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の

実
現
の
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
全
体
の
約

6
割
を
占
め
る
女
性
会
員
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
及
び
地
域
の
発
展
に
更
に
寄
与
し

て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体
で
217
名
、
若
杉
ク
ラ

ブ
か
ら
は
、
令
和
6
年
度
単
位
ク
ラ
ブ

新
任
女
性
部
長
の
百
田
鈴
子
（
佐
谷
建

正
会
）
さ
ん
、
桑
原
君
代
（
南
米
里
山

王
ク
ラ
ブ
）
さ
ん
、
平
潤
子
（
須
恵
福

寿
会
）
さ
ん
、
合
屋
靜
（
乙
植
木
楽
し

み
会
）
さ
ん
4
名
と
、
私
が
事
務
局
長

の
立
場
で
引
率
者
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
研
修
会
は
、
午
前
中
は
講
演
、
午

後
は
事
例
発
表
二
題
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
講
演
と
事
例
発

表
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
令
和
６
年
度

高
齢
者
学
級
閉
講
式
式
辞

令
和
６
年
度
県
老
連

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

講演を聴講する参加者

（県老連事務局提供）
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【
講
演
】

福
岡
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
学
部

作
業
医
療
学
科
講
師
の
佐
野
伸
之
氏
の

「
認
知
的
フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
実
践
」

の
要
点
を
紹
介
し
ま
す
。
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

［
要
介
護
認
定
の
原
因
疾
患
］

要
介
護
、
要
支
援
の
状
態
と
な
る
原

因
疾
患
は
、
こ
れ
ま
で
は
脳
血
管
疾
患

が
1
位
で
あ
っ
た
が
、
2015
年
か
ら
は
認

知
症
が
1
位
と
な
り
、
常
に
20
％
の
ま

ま
で
あ
る
。

［
フ
レ
イ
ル
の
主
な
分
類
］

フ
レ
イ
ル
は
大
き
く
3
つ
の
種
類
に

分
か
れ
る
。
1
つ
目
は
「
身
体
的
フ
レ

イ
ル
」、
2
つ
目
は
「
精
神
・
心
理
的

フ
レ
イ
ル
」、
3
つ
目
は
「
社
会
的
フ

レ
イ
ル
」
で
あ
る
。

［
フ
レ
イ
ル
の
特
徴
］

身
体
的
な
フ
レ
イ
ル
の
人
は
健
常
な

人
よ
り
要
介
護
認
定
の
リ
ス
ク
が
非
常

に
高
く
な
る
。
歩
行
速
度
、
筋
力
（
握

力
）
の
低
下
が
危
険
。
社
会
的
フ
レ
イ

ル
は
正
常
な
人
よ
り
も
要
介
護
認
定
の

リ
ス
ク
が
1.7
倍
も
あ
る
。

［
認
知
的
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
］

定
義
は
一
定
し
て
い
な
い
が
、
現
状

で
は
、
身
体
的
フ
レ
イ
ル
認
知
障
害
を

併
存
し
た
状
態
と
さ
れ
る
。
認
知
的
フ

レ
イ
ル
の
人
は
正
常
の
人
よ
り
も
認
知

症
発
症
の
リ
ス
ク
が
3.4
倍
も
あ
る
。

［
認
知
機
能
向
上
に
向
け
た
活
動
］

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
や
音
楽
活

動
、
芸
術
活
動
に
よ
っ
て
認
知
機
能
が

向
上
す
る
。
音
楽
や
芸
術
は
鑑
賞
で

な
く
活
動
が
大
事
!

［
認
知
機
能
向
上
を
促
す
運
動
］

運
動
と
認
知
課
題
を
組
み
合
わ
せ
た

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
呼
ば
れ
る
認
知
症
予

防
の
運
動
。
目
的
は
。
運
動
で
体
の
健

康
を
促
す
と
同
時
に
、
脳
の
活
動
を
活

発
に
す
る
機
会
を
増
や
し
、
認
知
症
の

発
症
を
遅
延
さ
せ
る
!

な
お
、
講
演
最
後
の
講
師
の
『
個
々

人
で
取
り
組
め
る
も
の
と
し
て
、
遅
す

ぎ
る
こ
と
は
な
く
、
日
々
の
習
慣
と
し

て
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま

た
、
自
分
自
身
で
行
う
自
助
と
、
隣
人

で
助
け
合
う
互
助
の
力
を
活
か
し
、「
私

と
あ
な
た
で
一
緒
に
」
認
知
症
予
防
を

行
え
る
』
と
い
う
言
葉
は
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

【
事
例
発
表
】

遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

と
行
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

の
活
動
に
つ
い
て
担
当
部
部
長
か
ら
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も

「
こ
れ
か
ら
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域

の
発
展
に
は
女
性
部
の
活
性
化
が
さ
ら

に
必
要
に
な
る
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た

が
、
取
り
組
み
に
感
服
す
る
と
と
も
に

共
感
し
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
総
務

長
澤
　
忠
賢

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
市

町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
関
し
顕
著

な
功
績
あ
っ
た
者
に
対
し
て
そ
の
功
績

を
た
た
え
る
た
め
、
福
岡
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
に
よ
る
表
彰
を
毎
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
10
月
29
日
（
火
）、

福
岡
国
際
会
議
場
（
福
岡
市
博
多
区
）

で
行
わ
れ
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
副
会
長
兼
研
修
部
会
長
の
駒

山
悦
章
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

（
次
頁
に
続
く
）

令
和
6
年
度
福
岡
県
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
伝
達
式
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伝
達
式
を
11
月
5
日
（
火
）
定
例
役
員

会
で
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
に
駒
山
悦
章
様
の
主
な
功
績
を

紹
介
し
ま
す
。

平
成
30
年
4
月
に
新
原
新
楽
会
会
長

に
就
任
、
体
育
部
（
現
在
の
健
康
推
進

部
会
）
に
所
属
し
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
定
着
を

通
し
て
会
員
の
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
4
年
4
月
に
研
修
部
会

長
に
就
任
、
会
員
研
修
旅
行
や
新
春
初

詣
の
企
画
・
実
行
を
行
い
、
会
員
に
対

し
「
生
き
が
い
」
や
「
会
員
相
互
の
交

流
」
の
場
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
6
年
4
月
に
副
会
長
兼
研
修
部

会
長
に
就
任
、
研
修
部
会
長
の
職
務
と

と
も
に
奉
仕
作
業
や
交
通
安
全
関
係
を

担
当
さ
れ
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
発
展
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長
　駒

山
　
悦
章

昨
年
の
11
月
8
日
（
金
）、
小
学
校

区
ご
と
に
分
か
れ
て
秋
期
歩
こ
う
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
第
一
小
校
区
は
佐
谷

集
落
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
第
二
小

校
区
は
粕
屋
町
の
駕
与
丁
公
園
、
第
三

小
校
区
は
旅
石
広
場
を
目
的
地
と
し
、

い
ず
れ
の
校
区
も
11
時
集
合
、
合
計
268

名
の
皆
さ
ん
が
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
輪

投
げ
大
会
に
興
じ
た
の
ち
昼
食
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

秋
期
歩
こ
う
会
は
、
令
和
5
年
度
か

ら
歩
く
こ
と
が
不
自
由
な
方
々
の
参
加

を
促
し
、『
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
、

そ
し
て
人
と
の
出
会
い
・
お
し
ゃ
べ

り
、
を
と
お
し
て
健
康
づ
く
り
（
健
康

保
持
・
増
進
）に
結
び
つ
け
て
も
ら
う
』

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
若
杉
ク
ラ
ブ
の

歩
こ
う
会
は
、
春
期
、
秋
期
と
も
目
的

地
へ
の
交
通
（
移
動
）
手
段
は
問
わ
な

い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
認

知
症
予
防
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
勢
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
総
務

長
澤
　
忠
賢

昨
年
の
11
月
15
日
（
金
）、
福
岡
市

博
多
区
の
福
岡
生
活
衛
生
食
品
会
館
に

お
い
て
、
令
和
6
年
度
福
岡
地
区
高
齢

者
相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

【
開
催
の
趣
旨
と
参
加
者
】

開
催
の
趣
旨
は
、
市
町
村
老
連
の
相

互
支
援
活
動
員
（
以
下
支
援
活
動
員
）

の
研
修
を
行
い
、
高
齢
者
相
互
支
援
事

業
を
充
実
さ
せ
、
も
っ
て
高
齢
者
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
頁
に
続
く
）

若
杉
ク
ラ
ブ

秋
期
歩
こ
う
会
を
開
催

県
老
連
高
齢
者
相
互
支
援

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

表彰状伝達式

駒山悦章さんと藤会長

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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参
加
者
は
全
体
で
101
名
（
福
岡
地
区

会
員
増
強
運
動
の
県
老
連
会
長
被
表
彰

団
体
も
含
む
）、若
杉
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、

令
和
6
年
度
新
任
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部

長
の
百
田
鈴
子（
佐
谷
建
正
会
）さ
ん
、

桑
原
君
代
（
南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
）
さ

ん
、
平
潤
子
（
須
恵
福
寿
会
）
さ
ん
、

合
屋
靜
（
乙
植
木
楽
し
み
会
）
さ
ん
の

4
名
、
長
澤
忠
賢
総
務
、
辻
副
会
長
兼

女
性
部
長
、
藤
会
長
の
合
計
7
名
が
参

加
し
ま
し
た
。な
お
、研
修
会
の
前
に
、

令
和
6
年
度
会
員
増
強
運
動
県
老
連
会

長
表
彰
・
特
別
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
研
修
会
の
内
容
】

午
前
中
は
講
演
一
、
午
後
は
講
演
二
、

事
例
発
表
二
題
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
コ
ラ
ム
で
は
、
講
演
二
題
と
事
例
発

表
二
題
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

［
講
演
一
　
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
］

講
師　

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
高

　

齢
者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　

市
丸　

聡　

地
域
支
援
係
長

○
高
齢
者
デ
ー
タ
ー
（
65
歳
以
上
人
口

等
）

○
福
岡
県
の
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
者
の
見
守
り

活
動
・
福
岡
県
生
涯
現
役
社
会
づ

く
り
・
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
・
県
有
施
設
の
無
料
開
放
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
認
知

症
介
護
相
談
・
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
・
高
齢
者
の
居
住
支
援
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
聴
講
し
て
の
所
感

　

生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
、
子
育
て
マ

イ
ス
タ
ー
は
、
私
た
ち
の
永
遠
の
課

題
で
あ
る
会
員
増
強
運
動
と
相
反
す

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
調
和
を
ど
う

と
る
か
が
難
し
い
と
思
っ
た
。

［
講
演
二
　
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
に

　
　
　
　
つ
い
て
］

講
師　

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　

奥
村　

幸
夫　

次
長

○
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
・
老
人
ク
ラ
ブ

の
三
大
特
性
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
・
高
齢
者
支
援
事
業

○
福
岡
県
高
齢
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業
（
愛
の
一
声
運
動
・
友
愛
訪

問
事
業
）
実
施
要
領

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
と
新
地
域
支
援
事

業
の
関
連
に
つ
い
て
・
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

○
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
に
係
る

　

Ｑ
＆
Ａ

○
聴
講
し
て
の
所
感

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
実
施
要

領
と
相
互
支
援
活
動
に
係
る
Ｑ
＆

Ａ
は
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
若
杉
ク
ラ
ブ
が
女
性
部
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
相
互

支
援
活
動
は
地
域
福
祉
に
は
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
活
動
で
あ
る

と
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

【
事
例
発
表
】

朝
倉
市
シ
ニ
ア
連
甘
木
支
部
甘
木
地

区
櫻
井
紘
二
会
長
・
第
11
甘
寿
会
熊
本

み
ど
り
氏
並
び
に
古
賀
市
シ
ニ
ア
連
舞

の
里
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
峰
松
和
彦
会
長
の

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
発
表
も
、
地
域
性
を
生
か

し
た
活
動
に
取
り
組
み
、
会
員
増
強
や

地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と

に
感
心
す
る
と
と
も
に
、
共
感
を
覚
え

ま
し
た
。

事例発表の様子

（県老連事務局提供）
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若
杉
ク
ラ
ブ
健
康
推
進
部
会
長

赤
星
　
明
吉

昨
年
11
月
27
日
（
金
）、
令
和
6
年

度
若
杉
ク
ラ
ブ
健
康
サ
ポ
ー
ト
員
研
修

会
を
あ
お
ば
会
館
体
育
館
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
執
行
部
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
単
位
ク
ラ
ブ
女
性

部
長
、
単
位
ク
ラ
ブ
健
康
サ
ポ
ー
ト
員

の
合
計
44
名
が
参
加
、
講
師
と
し
て
県

老
連
事
務
局
の
奥
村
次
長
兼
活
動
推
進

員
と
田
久
保
活
動
推
進
員
を
招
聘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
役
場
福
祉
課
の
稲
永
主

任
主
事
と
長
谷
川
主
事
か
ら
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
会
は
、
昨
年
9
月
5

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
県
老
連
体
力

測
定
講
習
会
」
に
参
加
し
て
、
は
じ
め

て
経
験
し
た
「
6
分
間
歩
行
と
上
体
起

こ
し
」
の
講
義
と
実
技
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

【
会
場
づ
く
り
と
準
備
体
操
】

健
康
推
進
部
会
員
、
健
康
サ
ポ
ー
ト

員
が
9
時
過
ぎ
か
ら
会
場
づ
く
り
、
10

時
か
ら
研
修
会
を
開
催
。は
じ
め
に「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
で
準
備
体
操
を

行
い
、
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

【
上
体
起
こ
し
】

こ
の
測
定
で
は
、
仰
臥
姿
勢
か
ら
上

体
を
起
こ
し
、
仰
臥
姿
勢
に
戻
す
動
作

の
回
数
に
よ
っ
て
良
い
姿
勢
を
保
ち
、

力
強
い
動
き
を
支
え
る
腹
筋
、
背
筋
の

持
久
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

［
模
範
実
技
と
全
体
実
技
］

始
め
る
前
に
代
表
者
3
名
に
よ
る
模

範
実
技
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

場
に
準
備
さ
れ
た
マ
ッ
ト
の
上
で
実
技

者
、
補
助
者
、
計
測
者
の
3
人
一
組
で

30
秒
間
に
何
回
で
き
る
か
の
実
技
を
行

い
ま
し
た
。

［
年
齢
別
平
均
回
数
］

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
令
和
5
年

度
上
体
起
こ
し
の
年
齢
別
平
均
回
数

は
、
17
歳
が
30
回
、
75
歳
か
ら
79
歳
は

12
回
で
す
。
な
か
に
は
20
回
近
く
記
録

し
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
そ
の
若
さ
に

感
心
し
ま
し
た
。

【
6
分
間
歩
行
】

こ
の
測
定
は
、
6
分
間
に
何
メ
ー
ト

ル
歩
け
る
か
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
自

立
し
て
元
気
に
生
活
す
る
た
め
の
基
礎

体
力
の
、
足
腰
の
強
さ
と
総
合
的
な
体

力
（
全
身
持
久
力
）
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

［
歩
行
コ
ー
ス
の
設
置
］

田
久
保
支
援
活
動
員
の
指
導
で
健
康

サ
ポ
ー
ト
員
が
行
い
、
単
位
ク
ラ
ブ
の

活
動
拠
点
で
あ
る
行
政
区
公
民
館
で
実

施
で
き
る
30
ｍ
（
12.08
ｍ
×
7.08
ｍ
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

［
測
定
］

各
自
2
人
1
組
が
6
箇
所
の
コ
ー

ナ
ー
に
集
合
。
一
人
が
歩
行
者
と
な
っ

て
ポ
イ
ン
ト
の
外
側
に
立
ち
、
一
人
が

測
定
者
と
な
り
内
側
に
し
ゃ
が
み
ま
す
。

時
計
係
の
合
図
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後

1
分
ご
と
に
、
経
過
時
間
を
伝
え
6
分

に
な
っ
た
ら
終
了
の
合
図
で
す
。
そ
の

後
、
測
定
者
が
実
技
者
に
何
周
回
っ
た

か
を
伝
え
、
歩
行
距
離
計
算
表
を
参
考

に
し
て
歩
行
距
離
を
調
べ
ま
す
。

［
年
齢
別
・
性
別
6
分
間
歩
行
距
離
］

厚
生
労
働
省
の
公
表
資
料
を
紹
介
し

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
70
～
74
歳 
男
性
489
ｍ 

女
性
464
ｍ

・
75
～
79
歳 

男
性
460
ｍ 

女
性
439
ｍ

 
（
次
頁
に
続
く
）

若
杉
ク
ラ
ブ

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
研
修
会

介護のことなど　お気軽に相談ください
［特別養護老人ホーム　恵昭園］
［アネックス　恵昭園］

上須惠 112-3　須恵町コミュニティバス「平原池前」下車
☎９３３－１６００

［老人保健施設　若杉の里］
上須惠 112-79  須恵町コミュニティバス「佐谷川原」下車

☎９３３－１６３０
「さりげなく喜び」「さりげなく温もり」「さりげなく幸せ」を

たしかに感じることができる生活を支援します

社会福祉法人　恵徳会
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・
80
歳
以
上 

男
性
442
ｍ 

女
性
392
ｍ

【
講
評
と
閉
会
式
】

県
老
連
奥
村
次
長
兼
活
動
推
進
員
か

ら
「
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
中
身
が
濃
い

研
修
会
で
し
た
」
と
の
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
川
上
副
会

長
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
研
修
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

【
研
修
会
を
開
催
し
て
の
所
感
】

講
師
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
実
践

的
な
実
技
は
理
解
を
深
め
る
の
に
大
変

役
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
研
修
会

で
習
得
し
た
新
た
な
知
識
や
ス
キ
ル

は
、
令
和
7
年
度
体
力
測
定
会
の
充
実

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

甲
植
木
甲
寿
会

森
　
悠
子

甲
植
木
甲
寿
会
の
現
在
の
会
員
数

は
、
五
十
六
名
で
す
。

会
の
活
動
と
し
て
は
、
①
役
員
定
例

会
、
②
週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
③
毎
月
甲
植
木
若
宮
八
幡
宮
の
お

宮
＆
児
童
公
園
の
掃
除
、
④
二
ヶ
月
に

一
回
の（
ア
ル
ミ
缶
）資
源
回
収
活
動
、

⑤
体
力
測
定
を
兼
ね
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
大

会
。
そ
し
て
会
員
皆
様
の
お
楽
し
み
の

旅
行
な
ど
で
す
。

今
年
の
旅
行
は
、
日
帰
り
で
し
た

が
、糸
島
市
へ
行
き
ま
し
た
。
途
中「
道

の
駅
」
に
寄
っ
た
り
し
て
目
的
地
の
宿

へ
、
食
事
は
糸
島
の
新
鮮
な
魚
料
理
で

皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

も
入
り
、
お
待
ち
か
ね
の
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
で
、
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
ま
し
た
。

帰
る
途
中
の
バ
ス
の
中
で
は
、
い
ろ

い
ろ
会
話
も
は
ず
み
大
に
ぎ
わ
い
で
し

た
。コ

ロ
ナ
過
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く
以

前
の
日
常
が
も
ど
っ
て
き
て
、
普
通
に

人
同
士
が
話
が
出
来
る
の
は
、
嬉
し
い

事
と
新
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

一
月
は
会
員
の
新
年
会
と
長
寿
者
の

祝
賀
会
と
行
事
計
画
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
会
員
の
皆
様
に
呼
び
か
け
、
又
新

し
い
会
員
加
入
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
な
が
ら
活

動
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

甲
植
木
甲
寿
会
の
糸
島
日
帰
り
旅
行

の
記
念
写
真
は
、
12
頁
の
「
ス
ナ
ッ
プ

で
見
る
活
動
の
あ
れ
こ
れ
」
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

若
杉
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
長

藤
木
　
正
利

 

「
お
ー
い
○
○
さ
ん
」
、
近
く
の
公

園
を
散
歩
中
に
後
方
か
ら
声
が
聞
こ
え

振
り
向
く
と
、
元
区
長
夫
妻
か
ら
呼
び

止
め
ら
れ
話
を
聞
く
と
、
今
度
の
若
杉

ク
ラ
ブ
会
長
杯
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
ん

だ
け
れ
ど
、
法
事
と
重
な
っ
て
参
加
出

（
次
頁
に
続
く
）

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

上体起こし「頑張って」

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介
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来
な
く
な
っ
た
の
で
、
代
理
で
行
っ
て

く
れ
な
い
か
と
云
わ
れ
ま
し
た
。
私
本

人
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
の
言
葉

も
初
め
て
聞
い
た
の
で
す
が
、
「
ま
あ

い
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
「
は
い
」
判

り
ま
し
た
と
二
つ
返
事
は
し
た
も
の

の
、
後
で
後
悔
し
ま
し
た
。

大
会
ま
で
は
数
日
有
っ
た
の
で
、
乙

植
木
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
練
習
を
し
て

当
日
を
む
か
え
ま
し
た
。
結
果
は
散
々

で
百
点
以
上
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
「
乙
植
木
ク
ラ
ブ
」
で

週
二
日
の
火
曜
日
と
土
曜
日
に
練
習
を

し
、
今
度
は
「
須
恵
ク
ラ
ブ
」
に
入
会

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
は
私
よ
り
年
輩

「
少
し
だ
け
」、
腕
前
の
方
は
、
は
る

か
雲
の
上
の
方
達
ば
か
り
で
し
た
。

月
に
一
度
大
会
が
有
り
、
三
ヶ
月
連

続
で
「
ブ
ー
ビ
ー
賞
」
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
が
過
ぎ
「
ブ
ー

ビ
ー
」
か
ら
抜
け
出
し
、
成
績
は
少
し

ず
つ
上
が
り
、
や
っ
と
中
の
上
位
に
入

る
様
に
な
り
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

約
一
年
後
「
若
杉
ク
ラ
ブ
」
に
も
入

会
し
、
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

し
て
い
ま
す
「
足
腰
」
の
健
康
、
ク
ラ

ブ
の
友
達
と
の
会
話
で
「
脳
内
活
性
化
」

と
思
い
そ
こ
そ
こ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
初
に
「
お
ー
い
」
と
い
っ
て
く
れ

た
ご
夫
妻
の
奥
さ
ん
が
夢
中
に
な
り
、

「
乙
植
木
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
楽
し
く

ゲ
ー
ム
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
「
若
杉
ク
ラ
ブ
」、「
須
恵
ク
ラ

ブ
」、「
各
区
の
ク
ラ
ブ
」
等
に
、
皆
様

方
の
健
康
、
脳
内
活
性
化
の
為
に
入
会

を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
日
約
四
千
歩
位

歩
き
、
楽
し
い
会
話
も
有
り
、
一
日
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
若
返

る
ぞ
」『
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
!!
』

恵
西
百
寿
会
　
西
　
千
鶴
子

須
恵
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
同
じ
須
恵

出
身
の
夫
と
結
婚
、
結
婚
二
年
目
か
ら
、

転
勤
族
と
な
り
、
北
陸
・
中
部
・
宮
崎

と
他
県
で
二
十
年
程
暮
ら
し
ま
し
た
。

両
親
、
兄
や
姉
達
が
須
恵
在
住
で
、

盆
、正
月
、長
期
の
休
み
は
須
恵
に
帰
っ

て
み
ん
な
で
過
ご
し
ま
し
た
。
他
県
で

の
暮
ら
し
は
福
岡
で
は
見
ら
れ
な
い
そ

の
地
方
独
特
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見

ら
れ
た
こ
と
、
又
、
地
元
を
愛
す
る
人

達
の
心
に
触
れ
た
事
が
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
に
戻
り
、
幼
な
じ
み
や
同
級
生

と
交
流
し
た
り
、
恵
西
百
寿
会
、
小
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
に
こ
に
こ
会
」
の

会
員
と
な
り
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
た
り
、
お
陰
様
で
元
気
に
過
ご
す
事

が
出
来
て
い
ま
す
。
地
区
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戻
っ
て
す
ぐ
の
頃
は
田
畑
や
川
が
あ

り
サ
ギ
が
よ
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
無
防

備
に
動
き
回
る
子
サ
ギ
を
少
し
離
れ
た

場
所
か
ら
、
真
剣
に
見
守
っ
て
い
る
親

サ
ギ
の
子
育
て
に
遭
遇
す
る
事
が
あ

り
、
人
間
と
一
緒
な
の
だ
と
見
と
れ
、

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
田
畑
が
な
く
な
り
、
残
念

に
お
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
須
恵
川
や

別
の
田
畑
で
同
じ
光
景
に
何
度
も
遭
遇

す
る
事
が
あ
り
、
ず
ー
っ
と
な
が
め
、

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
は
気
付
き
も
し
な
か
っ

た
若
杉
山
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

 
（
次
頁
に
続
く
）

ふ
る
さ
と
須
恵

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば
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〇
新
緑
の
若
杉
山
、
こ
の
こ
ろ
の
山
を

　

「
山
が
笑
っ
て
い
る
」
と
い
う
そ
う

で
す
。
本
当
に
わ
ら
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
で
び
っ
く
り
で
す
。

〇
紅
葉
の
若
杉
山

〇
毎
日
違
う
雲
と
の
コ
ラ
ボ
の
若
杉
山
。

〇
夕
方
、
西
の
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、
茜

色
に
な
っ
て
い
る
若
杉
山

〇
靄
（
モ
ヤ
）
が
か
か
り
、
絵
画
の
よ

う
な
若
杉
山

〇
子
供
の
頃
の
遠
足
、
元
旦
の
御
来
光

を
見
に
父
と
登
っ
た
、
又
友
達
と

登
っ
た
若
杉
山

毎
日
買
い
物
に
行
く
度
に
眺
め
、
そ

の
都
度
感
動
し
て
い
ま
す
。
変
わ
る
事

の
な
い
不
動
の
山
々
に
癒
さ
れ
て
い
ま

す
。

一
番
田
恵
比
寿
会
　
髙
橋
鐘
子

私
が
一
番
田
の
女
性
部
長
に
な
り
五
年

で
す
。
昨
年
は
日
帰
り
旅
行
、
恵
比
寿
会

五
十
周
年
、
会
員
の
増
員
な
ど
良
い
事
が

重
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
集
め
で
得
る
こ
と
が
出
来
た

資
金
で
旅
行
は
安
く
、
五
十
周
年
は
豪
華

な
弁
当
を
出
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

恵
比
寿
会
設
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

に
は
、
須
恵
町
町
長　

平
松
秀
一
様
、
須

恵
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長　

三
角
良
人

様
、
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
若
杉

ク
ラ
ブ
会
長　

藤
英
寿
様
を
ご
来
賓
に
お

迎
え
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
個
性
豊
か
な
会
員
の
皆
様

と
共
に
楽
し
い
恵
比
寿
会
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
番
田
恵
比
寿
会
設
立
五
十
周
年
祝
賀

会
記
念
の
集
合
写
真
は
、
12
頁
の
「
ス
ナ
ッ

プ
で
見
る
活
動
の
あ
れ
こ
れ
」
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

旅
石
豊
寿
会
　
　
渡
辺
　
一
征

三
日
坊
主
の
私
が
何
と
か
続
い
て
い

る
の
が
歌
と
映
画
と
葉
書
絵
等
で
す
。

絵
画
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
時

代
に
絵
の
好
き
な
友
達
と
久
留
米
市
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
松
方
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
を
観
た
と
き
か
ら
で
す
。
西

洋
絵
画
の
名
画
が
並
ぶ
中
に
私
の
心
を

捉
え
た
一
つ
の
絵
が
あ
り
ま
し
た
。
夕

暮
れ
に
一
人
の
漁
夫
が
小
舟
に
立
ち
、

神
に
感
謝
の
祈
り
を
し
て
い
る
姿
と
岸

辺
で
遊
ぶ
幼
い
子
等
を
描
い
た
素
朴
な

絵
で
し
た
。
作
品
は
「
貧
し
き
漁
夫
」

画
家
は
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
で
し
た
。

そ
の
後
東
京
で
就
職
し
ま
し
た
が
社

内
に
「
示
現
会
」
の
画
家
が
指
導
す
る

絵
画
同
好
会
が
あ
り
、
写
生
会
の
運
転

手
役
を
頼
ま
れ
て
何
度
か
同
行
し
ま
し

た
。三

浦
半
島
の
写
生
会
の
と
き
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
春
の
海
を
眺
め
な
が
ら
皆

さ
ん
黙
々
と
絵
を
描
く
な
か
、
私
は
車

で
待
機
し
時
々
皆
さ
ん
の
絵
を
見
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
画
家

の
一
人
が
絵
の
道
具
が
あ
る
か
ら
君
も

描
い
て
み
ろ
よ
と
、
あ
れ
こ
れ
教
わ
り

な
が
ら
初
め
て
の
油
絵
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
そ
し
て
初
め
て
に
し
て
は
こ
の
絵

は
い
い
よ
と
、
画
家
が
褒
め
て
く
れ
た

の
で
す
。
誉
め
ら
れ
た
嬉
し
さ
で
、
そ

の
頃
か
ら
友
人
と
都
内
の
美
術
館
や
展

覧
会
巡
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
点
東
京
は
便
利
で
し
た
。
ゴ
ッ
ホ
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ
ネ
、
モ
ネ
等
の
印
象

派
展
や
東
山
魁
夷
、
平
山
郁
夫
展
等
で

す
。
ミ
レ
ー
の
「
晩
鐘
」
を
観
た
と
き

で
し
た
、
何
故
か
久
留
米
で
観
た
あ
の

「
貧
し
き
漁
夫
」
を
思
い
出
し
た
の
で

す
。
も
う
一
度
観
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
出
会
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
何
十
年
か
過
ぎ
、
定
年
後
の

夫
婦
で
の
倉
敷
旅
行
の
際
に
大
原
美
術

館
を
訪
ね
た
と
き
で
し
た
。
館
内
を
巡

る
う
ち
に
モ
ネ
、
グ
レ
コ
、
ル
オ
ー
等

の
絵
画
と
共
に
あ
の
「
貧
し
き
漁
夫
」

が
あ
っ
た
の
で
す
。
お
お
此
処
に
居
た

の
か
と
、
高
校
時
代
以
来
の
再
会
に
旧

友
に
め
ぐ
り
逢
え
た
よ
う
な
懐
か
し
く

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
油
絵
は
記
念
に「
春
の
岬
」

（
次
頁
に
続
く
）

女
性
部
長
に
な
り
五
年

絵
画
と
の
め
ぐ
り
あ
い

今年の年賀カード

「にこにこ会」で作りました
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と
名
を
付
け
大
事
に
玄
関
に
飾
り
、
美

術
館
巡
り
や
下
手
な
葉
書
絵
等
は
今
も

楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

粕
屋
南
病
院
　

院
長
　
玉
井
　
収

「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」

ご
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
少
子
高

齢
化
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
に
頼
れ
ず
、
歳
を
と
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
ま

さ
に
健
康
長
寿
が
望
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
？ 

健
康
長
寿
を
妨
げ
る

病
気
に
は
、
が
ん
と
並
ん
で
生
活
習
慣

病
で
あ
る
脳
卒
中
や
心
臓
病
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
は
食
事
や

運
動
が
主
で
す
の
で
、
適
切
な
生
活
習

慣
を
保
つ
の
は
皆
様
が
で
き
る
重
要
な

こ
と
で
す
。

世
界
一
と
言
っ
て
も
よ
い
長
寿
国
の

日
本
は
、
欧
米
と
比
較
し
て
動
脈
硬
化

の
あ
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
の
一
つ
は
伝

統
的
な
日
本
食
が
動
脈
硬
化
を
起
こ
し

に
く
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
研

究
が
す
す
み
、
欧
米
で
も
日
本
食
を
ま

ね
し
た
よ
う
な
食
事
を
普
及
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。日
本
食
に
多
い
、魚
、

豆
腐
、
ご
ま
油
、
菜
種
油
、
味
噌
と
い
っ

た
食
材
に
は
健
康
に
よ
い
不
飽
和
脂
肪

酸
や
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
と
い
う
物
質
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
欧
米
で

好
ま
れ
る
赤
肉
（
豚
肉
、
牛
肉
）、
ベ
ー

コ
ン
、
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
、
ポ
テ
ト
フ

ラ
イ
な
ど
に
は
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
や

す
く
す
る
飽
和
脂
肪
酸
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
種
類
の
脂
肪
酸
の

見
分
け
方
は
簡
単
で
す
。
鯖
の
塩
焼
き

の
よ
う
に
、
冷
え
て
も
表
面
が
テ
カ
テ

カ
し
て
い
る
脂
は
体
に
よ
い
不
飽
和
脂

肪
酸
で
、
炒
め
た
豚
肉
や
牛
肉
の
よ
う

に
冷
め
た
ら
白
く
固
ま
る
脂
は
飽
和
脂

肪
酸
で
、
体
に
よ
く
な
い
脂
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
ま
に
は
焼
肉
や
ト
ン
カ

ツ
も
食
べ
た
い
も
の
で
す
。
動
脈
硬
化

の
主
原
因
は
血
管
の
内
面
の
「
酸
化
刺

激
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
飽
和
脂
肪

酸
の
よ
う
に
よ
く
な
い
脂
は
血
管
に
酸

化
刺
激
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
酸
化

刺
激
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
酸
化
を
抑
え
る
成
分
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
野
菜
や
果
物
を
た

く
さ
ん
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
で
す

の
で
、
焼
肉
や
ト
ン
カ
ツ
を
食
べ
る
時

は
、
同
時
に
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
果
物

を
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
日
々
の
食
事
は
、
塩
分
控
え
め
の

日
本
食
が
お
す
す
め
で
す
。

他
、
運
動
や
脳
の
活
性
化
も
老
化
予

防
に
重
要
で
す
。「
脚
は
第
二
の
心
臓
」

「
手
は
第
二
の
脳
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
脚
力
維
持
は
心
臓
病
の
予
防
に
な

り
、
手
を
よ
く
使
う
と
認
知
症
の
予
防

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
血
管
酸
化
を
抑
え
る
食
事

２
．
適
度
な
運
動
で
脚
力
維
持　

３
．
手
を
使
い
脳
の
活
性
化

こ
れ
ら
三
つ
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

重
要
事
項
で
す
。
適
切
な
生
活
習
慣
に

て
、
と
り
あ
え
ず
百
歳
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

医
療
施
設
等
紹
介

「貧しき漁夫」シャヴァンヌ

お正月の当院病院食
福岡県粕屋郡宇美町神武原
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桜
の
開
花
（
気
象
庁
の
記
事
よ
り
）

さ
く
ら
は
前
年
の
夏
ご
ろ
に
翌
春
咲

く
花
の
も
と
と
な
る
花
芽
を
形
成
し
、

休
眠
状
態
に
入
り
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
低
温
（
あ
ま
り
低
い
温
度
で

は
な
く 

5
℃
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）
に
、
あ
る
一
定
期
間
さ
ら
さ
れ
る

と
、
休
眠
状
態
か
ら
覚
め
ま
す
。
こ
れ

を「
休
眠
打
破
」と
呼
び
ま
す
。こ
の「
休

眠
打
破
」
の
あ
と
に
春
先
の
気
温
の
上

昇
に
合
わ
せ
て
花
芽
が
発
育
し
、
開
花

に
至
り
ま
す
。

最
新
の
開
花
予
想

(1/9)
で
は
3
月
23

日
頃
で
、
そ
れ
か
ら
1
週
間
程
で
満

開
に
な
る
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 

（
松
本
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

乙
植
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歳

令
和
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年
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日
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正　
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歳

令
和
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年
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日

新　

原　

椿　

原　

タ
キ
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歳

令
和
6
年
11
月
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日

新　
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中　
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歳

令
和
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年
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日
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歳
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年
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月
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日

南
米
里　
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財　
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歳
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年
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日

旭
ヶ
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子　

様　

75
歳

令
和
7
年
1
月
8
日

新　
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椿　
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学　
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年
1
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日

新　

原　
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歳

令
和
7
年
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日
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